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現代ギリシア語の教育に関する諺

浮田三郎

はじめに

諺の世界を覗いてみると、多くの興味ある表現がみられ、そこには、そ

の民族の風俗・文化を背景にした民衆の知恵の世界が展開している(c f .金

子， 1982、浮田， 1988、 1989、1994et巴.)。 ここでは、現代ギリシア語の諺

の世界で、 「教育」に関する表現に目を向け、そこに見られる比除表現とそ

の底に流れている「教育」に関する民衆の知恵と概念を考察してみる。

一般に、諺は世の中の真実、道理、理想、自然の摂理を語り、それを民衆

に悟らせてくれる。こうした観点からいえば、ほとんどの諺は、何らかの形

で、教訓的あるいは訓育的といった面を含んでおり、 「教育」に関係してい

ると言ってよいであろうが、ここでは、比較的明らかに「教育」に関係して

いる概念を語っていると思われる諺を選んで、考察してみる。

1、教育の態度

ところで、 「教育」に関する表現と言ってもいわゆる「国語教育」とか

「理科教育」などと言った具体的な教科などに関する教育・学習に関するも

のではなく、 「人間の教育」あるいは「育て方」についての諺の世界を調べ

て、そこに見られる教育に対する人々の考え方や態度と比除表現の形式を考

えてみる。

全体的には、 「教育・学習」に関すると言うより、教訓的、処世訓|的なも

のが多く、ほとんどの諺がそうだと言えそうである。

人間の教育の中で、あるときは厳しくあるときは優しく育てるという考え

方と態度は、日本の諺の表現の中にも見られる。

例えば、次のような諺を見てみよう。
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(1)口α[~ EμE τov yatoαρo πo υσεXTU πa E L μετηV oupa， 

尻尾でおまえを打つロパと遊べ

(2)roupouva κta κa t παtoa κt α onωgτaσηκovεtc τσt τ日目λtπεtc， 

子豚と子供:抱き起こすように見よ

cf，(3)To πaLXV[Otτρt申εLτo nato[， (Map[a-dfoi M，) 

玩具が子供の守をする

巴f，(4 )Toπαt o [πou eα6αpe EIμετηvμava τou e απa[~ El， (ibid) 

打たれる子は母と遊ぶ

(5 )Ka入入tO Vα μEya入品。ηc iva yo υPOUVt παpa Eva πato[， 

子供より豚を育てる方がましだ

(6) E κEI onou EIvatπa t O t a， πou κavouv Epωτa， OfVμπOPEl宮 va

κλε [ a ηcτt cπopτεc， 

恋をする子供がいるところでは戸を閉めることはできない

以上のように、 「打つ」という表現が「厳しさ」を暗示している諺が見ら

れるが、日本では、 「旅、打つ」などのもつ表現が「厳しさ」を暗示してい

る諺がある。しかし、現代ギリシア語の諺の「打つ」の表現のイメージは、

日本の表現のイメージとは多少異なっている。

その他におもしろい表現がある。特に、教育・子育ての場で子供と豚を同

列に置いて比較している考え方は、日本人には発想し難いであろう。例えば、

(2 )の「豚のように育てる」という表現は、 「厳しさ」と「優しさ」を暗示

しているように思われる。子豚と同列に置かれて比較されているのは「厳し

い」であろうが、その育て方の態度には「優しさ」が窺える。特に、 (5)で

は、いかにも厳しい言葉である。

(6 )は、年頃の子どもの育て方の難しさを暗示している。このような考え

方は、ギリシアでは比較的一般的のようである。若い我が娘の異性交際に関

しては日本よりも保守的であるかもしれない。

2、教育の力

そうして、教育の効果、教育の力、その大切さを表現しているものも少な

くない。

1 )養育

育てることに関しては、次のような諺を挙げることができる。
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(7)To καλ$ωμ srα(v El aπ6τo σκα申(dL. 

美味しいパンはこね楠からできる

cf.(8)Toπρ品τo nald( E(Val Ecvnvo 市 κovτo. 

第一子は賢いか馬鹿である

cf. (9)尭の子尭ならず

(7 )の表現では、パンとこね桶を比喰の素材に使用しているのもおもしろ

い。 日々の生活の中に「パン作り」の姿が垣間みられる。しかしながら、

(8 )のように、子供に期待するのは何処の世でも同様であろうが、なかなか

親の期待遇りにはいかない教育の難しさも暗示している。(後述参照)

日本の諺にも(9 )のようなものもある。

2 )親の影響

親の影響に関する諺には、次ぎのようなものがある。

(10) '0πOlO， eE λεtτηB υyατt ρα，κυττa E lτημavα. 
娘を望む者は母を見る

(11) '0πov πηyα(vεtηκλ品σσαπηyαLVOVVτακλωσσ6πovλα. 

雌鶏が行くところへ雛鶏が行く

(12 )Aπκεi πov πηda εtηκατa(κα，πηda E lκαtτo κατσtκa κl. 

雌山羊が跳ぶところから子山羊も跳ぷ

(13) '0πω宮 ε(vαl ~ r(dαr 1v E τal τo κατa(κl. 

山羊のように子山羊もなる

(14)KaAoκρl ap lκaVElκα入6αpv(.

良い雄羊が良い仔羊を育てる

このように、親の影響力は非常に強いものがあると言うが、諺の世界では、

その反対に、上でも見たように「育ての親」とか、以下の 5)でも見るよう

に、環境の影響力も強いと言っていておもしろい。これは、以前にも述べた

( cf.浮田， 1988) が、諺の世界での「矛盾の論理J (cf.外山， 1983)である。

(10)の表現は、その人の人格・人間性も見せてくれるであろうが、娘の何

年後かの体型も見ることができることを暗示しているようである。日本の諺

にも同様な表現が見られる。

また、(11 )では、雌鶏とひよこ、(12)では、雌山羊と子山羊、(13 )では、
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山羊と子山羊、(14)では、雄羊と仔羊のように、家畜を比除の材料として利

用して表現を形成している。ここでの比除の素材としての動物の選択の仕方

は、特徴的である(cf.浮田， 1989) 。

3 )甘やかし

先に、教育における「厳しさ」の表現を見たが、これを異なる角度から述

べたものに「甘やかしてはいけない」と言う禁止の考え方が成り立つ。これ

を表現しようとしたものもかなり見られる。

(15)KaeE παl d [ゆα[V E ταl Oμo ρ<bo στημava τov. 

子供はみんなその子の母には美しく見える

(16)Kaeεμavαtταπαl d l a τη古品αlVOVταtωρα[α.

全ての母親に自分の子は美しく見える

(17) E[ 1rεηκo υκovsan α:τo παl d [μov εLVUlτo καAuτε p o. 

ふくろうが言うには:私の子が一番きれいだ

(18) E入la καLσU κla EXετE<;εxepou<;. 

オリーブといちじく敵として持て

(15)(16)(17)表現の中には、ギリシアの「親馬鹿」の姿が見られる。日本

の諺の中にも「甘やかし」あるいは「親馬鹿」を表現するものは多く見られ

るが、現代ギリシア語のこれらの表現は、日本人の表現の仕方よりもあから

さまな表現の仕方である。母の目には「子」は厳しくする必要が無いように

見えるのである。

(18 )は、"Eλは「オリープJ"も "σuκlar無花果J"もギリシア人たち

の大好物であり、ついつい手が出る。しかし、食べ過ぎると太るから大変な

ことになると警告しているのである。

4 )人間の素質、性格

我々は、教育によって立派な人間形成を目指しているが、なかなか変わら

ない性格もある。その世界を表現しようとした諺もまた沢山見いだされる。

(19) E [μαστE -EH可VE<; κal μt入ouμE E入入ηVlκa.

私たちはギリシア人でギリシア語を話す

(20) E [μαστE Oλo lπαl d l a τov Adaμκαtτη<; Euα<; . 

私たちはみんなアダムとエパの子供だ
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(21)0 Àúκo 官 αÀÀá~ El τo OE pματo U.μαo X L ταε入λατゐματαTOU.

狼はその肌を変えるが自分の欠点は変えない

(22)OL ridE<;πaVE πavτa 0 τOU<;κ p~ μVOÚ<;. 

山羊は何時も絶壁へ行く

(23) '0πo L 0宮 YεvV t E ταt τετρarωvoc; dE μπo ρεva πEaáv~ 0 τpOrru入o<;. 

四角に生まれた者は丸く死なれない

日本でも、三歳までに形成される性格は、後になってはなかなか変わらな

いなどと言ったり、生まれっき持っている性格は変わらないと言うことを

「雀の踊り」で表現していておもしろいが、現代ギリシア語の諺の場合、

(19)(20)(21)(22)では、 「ギリシア語J rアダムとエパJ r狼J r山羊」な

どそれらの表現の背景にあるギリシアの風俗・文化を窺うことができる。

5 )環境の力

「学習」の世界では本人の努力は重要であることは間違いないが、それを

引き出す環境も大切である。そして、環境はまた大きな力を持っている。

(24)口εtμOUμεπ OLOV πα<; vα OOU πωτ L dou入εLa κ岳μVE L <;. 

君がどんな仕事をしているかを言うには君が誰と行くかを言え

(25)TIεtμOU μεπOlOVσεvαvαστpE申εσα L. κα L aα OOU πωτt κaVEl<;. 

君が誰と俳回しているか言え、そうすれば君が何をしているか言おう

(l1)'OAou πηyαi Vεt η κ入品σσα πηyαLVOUV τα κ入ωσσ6πOU入α.

雌鶏が行くところへ雛鶏が行く

(12 )AπκεfπOU πηda εt ηκατo iκα，πηda El καtτo κατσt κd κL. 

雌山羊が跳ぷところから子山羊も跳ぶ

(26 )Hαyρ LOspO μητPWEl τo σt τapL. 

野生のオート麦は大麦を食う

日本の諺でも友達の影響が強いことを暗示する表現を思い出すことは難し

くないが、現代ギリシア語の諺、 (24)(25)でも、その人の友達あるいは仲間

を見れば、その人本人のこともよく分かると言い、友達の影響力の強さを表

現している。また、先にも見たが (11)では、 「親鶏」を「雛鶏」が、(12)で

は、 「雌山羊」をその「子山羊」が真似ている姿が描かれている。ここでは、

殺が環境の主であり、子の師である。

(26 )では、 「野生のオート麦」は、悪い環境を暗示しており、日本の諺に

ηδ 
A
は
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は「朱に交われば、、、」と言う悪い環境を暗示するものもある。また、

(26)の植物と比べてみると、日本語の諺には「松と藤」などのように助け合

う場合とか良い環境を暗示した表現もある。

6 )子どもの生命力

子どもは、ほっておいても育つと言う概念は、忙し者の放任主義者にとっ

てはありがたい考え方である。

(27)KαvEvα， dE YEVVLE ταtμεμova τd κtα. 
誰も口髭を生やして生まれてこない

cf. (28)0 ICOAU， 0 己πvo，κaVElκaκo.
寝過ぎは良くない

(27)では、子供も放っておけばそれなりに育ちそのうち「口髭」も生えて

くるものであると表現している。日本でも、 「寝る子は育つ」とか「子供は

風の子」などと言われ、放っておいても十分よく育つものである。

(28 )は、上記の日本語の「寝る子は」と矛盾するようであるが、これは使

用される場面が異なっているようである。ともあれ、 「過ぎたるは、、、」

であろう。

3、教育の時期

教育の時期も大切である。期を逸した教育は結局は無駄なことが多いよう

である。

(29)KaBE ICpaμa στOVκαtρ6τo v. 

全ての物事は各々の好機に

(30)Tα καlVOUPlα λaxαvα 中古τεoE τα， τα παλla μηv τα τpasu，. 
新しいキャベツは植え、古いのは引き抜くな

(29 )は、上記の事柄「教育の時期の大切さ」を端的に表現したものであり、

表現としてはあまりおもしろくない。しかし、 (30)では、 「キャベツ」を比

除の対象に利用した興味深い表現を作っている。日本語の場合は、同じよう

な内容のことを、 「老木」とか「若木」とか「麦の肥」などといった比除の

素材を利用して表現していておもしろい。
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4、教育の結果(芸、職)

現代の教育には大変な資金がかかるが、教育は盛んになってきているよう

である。さて、その成果は如何なものであろうか。

1 )教育の結果の怠義

教育の結果の意義を表現したものには次のようなものが挙げられる。

(31)Kavfvα<; dεyεVV l Eταt σπovdαcμEVO<;. 

誰も愚か者として生まれてこない

(32) '0πOlO<; EXfl μl aτEXV1/ ηc  τOVκ6σμo αU τOV. 

技術を持つ者がこの世で生きる

cf.(33)Av dfV Exη<; q，τfpa τOV YfPακl ou， va μ可 1fa<; ~η Àá. 

もしおまえが鷹の羽を持っていなければ、高い所へ行くな

ロf.(34)Tα λon α τωV 1fαλt品v εivαt τo κα入品τεpO sls入i0 • 

老人たちの言葉は最良の本である

巴f.(35)TIlOπoλUη雪， πlO πo λ自 μα0αiVεl <;. 

より長く生きれば、より多く学ぷ

(32)の表現は、教育・学習の成果の意義を表しており、日本の「芸は身を

助く」とよく似ている。(31 )では、誰でも教育を受け、学習すれば、その成

果が現れるはずである。だから、これから教育を受け立派に成長しなければ

ならないのであり、また、その可能性があることを表している。

cf.に挙げた (33) では、学習の成果も踏まえて、身の程を知らなければな

らないと言うことも表現している。 (34)も (35)も、 「真」であろう。日本の

諺にも「六十の手習い」と言うのがある。

2 )教育の無駄

ところで、教育は資金ばかりかかって、親は「結局損をした」と嘆く場合

もあるようである。だから、 (5)のような表現も出てくる。虚学と言われる

文化系の学問をしている諸君には耳が痛いかもしれない。豚と比較されない

ようにしたいものである。もう一度、 (5)を挙げておおこう。

(5)Ka λλlO Vαμεyαλ品σ1/<; EvαYOVPOUVl 1fαρa Evαπαl d i • 

子供よりも豚を育てる方がましだ
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cf. (36) 'Onolo，πl O rερo O lαsHEl ，πl OτEpO τρε入λα[vεταl. 
より多く本を読む者は、益々頭がおかしくなる

cf.(37)T0 πρ品τo nαlO[ dvαl Hv  πvO 市 κovτo.

第一子は賢いか愚か者である

cf. (38) 'OAαταvεpa πavεστη6Hασc α. 

全ての水は海へ注そ

(5 )に見られる「直接役に立つ」ものあるいは「目前の」ことを重要視す

る考え方は、 (現代の)ギリシア的なものの考え方なのであろうか。

日本の諺では、いくら教育しでも「蛙は蛙」以上にはなれないと言ってい

るものもあるし、 「詩」よりも「回」を作る方が役に立つと言うのもある。

cf.で挙げた (36) のようになっては、何をかいわんやであるが、確かにこ

の世には、読みすぎて、 r_馬鹿」とか r_気遣い」とか r_狂」などが多

くなっている。 (37)では、結局親の目には、教育で成功すれば「賢く」なり、

失敗すれば「愚か者」になるのである。また、 (38)は、 「息子が偉くなった。

それは、当然だ。親の血を引くものだから。」などと自慢そうに話す、自ら

も褒めている「親馬鹿」の姿が目に浮かんでくる。

5、学習の仕方

そう言いながらも、多くの者が教育を受け、学習をする。それは、これま

で見てきた諺にも見られる通りである。そして、もちろん、教育・学習の場

合だけではなく、労働に隠しでも当てはまる。

(39)};ταyovαc ταyovααoEla{El τo s αpEλl. 

一滴一滴樽は空になる

(40)};ταγovαc ταyovαB α0α[ v E l ηπt τρα. 

一滴一滴石は深くなる

(41) '0πOlO， yvpεG εl sp[σκεl. 
捜す者は見つける

(42)'OnOlO，πa εl Glya πd εt κα入a.
ゆっくり行く者は上手に行く

(39) (40)の諺は、多くの日本人に好まれて使われる「塵も積もれば山とな

る」で暗示される、学問も何事も「こつこつ」努力しなければならないと言
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う考え方を表現している。 (40)と酷似した日本の諺には、 「水滴磐を穿つ」

というのがある。 (42)の場合も、これに似た日本の諺もある。

これらは、基本的には処世訓であり、処世術の中の一部、学習をするとき

の態度でもある。 (41)も、同様に考えてよいであろう。

おわりに

今回は、現代ギリシア語に見られる教育に関する諺を見て、その比除の仕

方を分析し、そこに見られるギリシア人の教育に対する考え方、態度を考察

してみた。それらの表現の仕方の背景にギリシアの風俗・文化を論じること

もできる。

それらの特徴は、それぞれの項で述べてみたが、この考察は、さらに日本

語の諺との対照比較研究へと繋げていくものである。また、本稿は、第 7回

ギリシア語・文学研究会で口頭発表したものに、特にギリシア請の諺の方面

からさらに詳しく考察を進めたものである。
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